
阿蘇山噴火後の降灰状況調査手法について
はじめに

噴火による降灰後に土石流や泥流などの土砂移動現象が発生することが知られている。例えば、雲仙普賢岳の水無川では、火山灰による斜面
浸透能の低下により、表面流とガリーが発達し、土石流が発生したことが報告されている（池谷, 1993）。また、降灰量が多い桜島や雲仙岳で
は、降灰量の少ない活火山に比べて不安定土砂の量が多く、土石流が発生しやすいことが指摘されている（池谷, 1994）。そのため、国土交通
省が緊急調査を実施する要件の一つとして 「河川の勾配が10度以上である区域の概ね５割以上に１cm以上の降灰等が堆積した場合」が指定さ
れており（デジタル庁, 2017）、調査着手を判断するために降灰状況の把握が必要となっている。

降灰状況の把握では、安全性と迅速性の点からリモートセンシングの活用が進んでいる（国土交通省, 2023）。一方、 阿蘇砂防事務所では、
有人による定面積サンプリングでの降灰調査を実施しており、噴火直後に立入禁止の規制がかかる火口周辺での降灰調査手法について検討する
必要がある。そこで、本発表では、阿蘇山噴火後における立入困難区域での降灰状況調査手法の検討と確立を目標とし、噴火警戒レベル３発
令時の立入困難区域（火口から半径２km）での調査手法の選定と想定される調査工程の取りまとめを実施した。
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地形条件
➢ 地質：火成岩（89％）堆積岩（11％）
➢ 年平均降水量：2,399～3,205mm

阿蘇山噴火の概要
➢ 噴火頻度：91年/100年
➢ 噴火形態：黒色細粒火山灰の噴出
➢ S8年噴火：降 灰 量 ⇒ 1,270万m3

➢ 噴火形態：降灰面積 ⇒ 13,225km2
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まとめ
➢噴火警戒レベル３発令時の立入困難区域での降灰観測手法を確立できた。

➢噴火後３日目までの作業内容と取得可能な情報を明確化できた。

➢阿蘇山全域での降灰調査手法の確立により、正確かつ迅速に緊急調査着手
の判断が可能になった。

★今後とも全力で阿蘇地域の砂防事業を進めてまいります。
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※電波の到達において、影響を及ぼす範囲

検討結果

➢ 観測機器の整備状況 :全機破損
➢ 対象渓流の分布状況 :全渓流 ≧ 10°
➢ 観測機器の設置可能性:緩傾斜地も存在
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①ｰ1.基礎データの収集

➢ 機器設置候補地:全方角に計７地点を選定
➢ UAV離発着箇所 :開空度とアクセス性から
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①ｰ2.候補地の選定
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黒川牧野道② N2 〇 ≧10° 凹凸 〇 〇
仙酔峡 NE2 〇 ≧10° 凹凸 〇 〇
SSE1 SSE2 〇 ≧10° 凹凸 〇 〇

S2 × ≦10° 凹凸 〇 〇
草千里 〇 ≦10° 平坦 〇 〇
古坊中 〇 ≦10° 平坦 〇 〇

黒川牧野道① NW1 〇 ≦10° 平坦 〇 〇
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①ｰ3.機器設置箇所の決定

➢ 観測機器の選定において制約となる
斜度10 以上の斜面や凹凸斜面が存在°
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降灰スケール － ≧ 10° 凹凸 －

降灰マーカー － ≧ 10° 凹凸 －

簡易降灰量計 － ≦ 10° 平坦 －

降灰ユニット － ≦ 10° 平坦 －

地表面状況

③ｰ1.運用可能手法の選定

➢ 地表面状況が不良であり、降灰スケール
（左図）と降灰マーカー（右図）を選定
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➢ 事前設置が可能なため、安定した観測と
運用実績のある降灰マーカーを採用

前兆期 降灰後

平常時 降灰後

観測

設置 観測

降灰マーカー（田方ら, 2018）
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降灰厚
（cm）

優先度

降灰マーカー UAV 写真判読 1 －

自動降灰量計 通信 － 0.1 A

－ ヘリ・航空機 写真判読 × －
－ UAV 写真判読 × －
－ UAV オルソ作成 × －
－ 衛星写真 写真判読 × －

ランドマーク ヘリ・航空機 目視確認 × A
ランドマーク UAV 写真判読 × B
降灰前情報 UAV Sfm差分 1～10 C
降灰前情報 衛星写真 SAR差分 10～20 D

③ｰ2.難易度と優先度の設定

※ 白色部 : 現状実施可能な手法
※ 灰色部 : 観測環境の整備後に実施可能な手法
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➢ 観測体制の整備により、自動降灰量計で
のリアルタイムな降灰厚の把握が可能

➢ 事前準備により、Sfm差分やSAR差分を用
いた高精度な降灰範囲の把握が可能

※ 実施困難な手法
については省略

② 降灰調査手法の方針
【選択①】規制区域に観測機器が整備済み

【選択②】対象渓流が分布
選択(1)
選択(2)
‣省略

A,B,C

No

Yes

Yes

➢ 緊急調査着手の判断は、有人ヘリやUAV等
の面的調査で実施

※火山噴火緊急減災対策砂防計画策定ガイドライン
【特性分類フロー】（国土交通省, 2023）より抜粋･作成

E

【選択③】観測機器が設置可能

FD

➢ 噴火後３日目までに降灰厚分布を把握
➢ 他火山での調査と同程度な速度・精度

└ 新燃岳 2011年噴火:４日、降灰厚１cm精度

└ 御嶽山 2014年噴火:２日、降灰分布のみ

④ 調査工程表の取りまとめ

ヘリ写真による
写真判読

UAV空中写真による
写真判読

UAV-Sfmによる
オルソ作成

衛星写真による
降灰分布の確認

点
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報

UAV空撮による
降灰マーカー撮影

　　 取得情報活用のタイミング

アウトプット
　一部流域での降灰厚
　＆降灰の分布域ああ

　降灰厚の分布情報

 調査実施
   ⇒ 取りまとめ

作
業
項
目

調査手法 工程・実施項目

面
情
報

 調査実施
   ⇒ 取りまとめ

 調査実施
   ⇒ 取りまとめ

時間推移
噴火後

１日目 ２日目 ３日目

調査実施⇒Sfm解析⇒取りまとめ

より広域での把握

衛星写真の入手⇒写真判読

（宮崎河川国道事務所, 2015）

（長野県ら, 2020）


